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春
闘
で
い
の
ち
・
暮
ら
し
守
ろ
う
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県
医
労
旗
開
き
・
春
闘
学
習
会

　

県
医
労
で
は
１
月

18
日
（
金
）、
支
部
長

会
議
に
引
き
続
い
て
、

２
０
１
３
年
旗
開
き

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
と
Ｏ
Ｂ
の
ハ
ワ
イ

ア
ン
ダ
ン
ス
で
和
や
か
に
開

会
。
来
賓
に
は
岩
手
医
労
連
、

い
わ
て
労
連
、
県
医
労
友
の
会

旗びらき

な
ど
６
団
体
が
出
席
し
、
そ
れ

ぞ
れ
か
ら
春
の
た
た
か
い
へ

の
決
意
と
、
激
励
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
組
合
員
の
余
興
や

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
な
ど
で
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

支
部
長
会
議
の
翌

日
、
19
日
（
土
）
に
は

春
闘
学
習
会
を
開
催
。

春
闘
を
め
ぐ
る
情
勢

に
つ
い
て
、
２
人
の
講

師
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

最
初
の
講
義
は
、「
日
本
医

労
連
２
０
１
３
春
闘
方
針
」
に

つ
い
て
、
日
本
医
労
連
の
原
書

記
次
長
を
講
師
に
学
習
。
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
で
な
く
、
労
働
者
の

大
幅
賃
上
げ
で
景
気
を
回
復
さ

せ
、
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
ろ

う
と
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使

い
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
の
講
義
は
、「
安
倍
自
公

政
権
の
も
と
で
社
会
保
障
が
危

な
い
」
と
題
し
て
、
岩
手
県
社

保
協
の
鈴
木
事
務
局
長
（
前
い

わ
て
労
連
議
長
）
か
ら
、
紅
白

歌
合
戦
や
自
身
の
経
歴
な
ど
も

交
え
、
社
会
保
障
の
充

実
へ
の
た
た
か
い
に
、

医
療
労
働
者
が
先
頭
に

立
つ
必
要
性
が
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
組

合
員
を
増
や
す
大
切
さ

が
分
か
っ
た
」「
夜
勤

の
リ
ス
ク
な
ど
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
」「
安

倍
政
権
の
ひ
ど
さ
を
知

り
、
注
意
し
な
け
れ
ば

と
思
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

春闘学習会

社会保障について講演する社保協事務局長の鈴木露通さん

旗開きの〆は輪になって「がんばろう」の歌を

13春闘新春宣伝行動
「今年も闘うゾ～！」

　いわて労連は、１月８日極寒の朝（約
30分）、岩手県公会堂前で宣伝行動を
行いました。９組織・団体24名が参加。
800個のチラシ入りティッシュを配布
しました。

出勤途中の県職員などへ配布する県医労○○書記

いわて労連金野議長はじめ中野委員長、他４名が訴え
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団結
は力
!!2013年

支部旗開き

１月11日　二戸支部「金盛」
今年も大いに盛り上がりました！

１月17日　遠野
支部「きりきり善

兵衛」

ごちそうを前につ
い笑顔に。

　　　　　　　仲
間が集まれば更に

たのしい

１月25日　胆沢支部　　　　　　　　「さくらの湯」じゃんけんゲームでみんな笑顔でした。

　１月10～11日、恒例「ディズニーの
旅」前半の参加者は、家族20名を含む
総勢33名でした。日頃、留守がちな分
の「子供孝行」や仕事を頑張っている
自分へのご褒美として定着し、参加者
も新しく増えています。この日ばかり
は寒さも忘れて楽しみました。

　2012年、12月９日蕎麦打ち体験を
行い９名が参加しました。太さがまち
まちの手打ちめんを美味しくいただい
た後、更にランチバイキングへ。あれ
これ目で楽しみ、食べて味わいの一時、
選挙学習も少し。体験と交流と学習が
まとめて行われた欲張りな企画でした。

●中央支部● ●久慈支部● 楽楽楽
ししし
ん
で
ま
すすす!!

今回取り上げた支部以外でも
取り組まれました
１月11日高田支部　23日久慈支部

25日江刺支部、中部支部　30日中央支部
31日釜石支部、宮古支部
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＝代表選挙等実施フロー図（投票の場合）＝
【事前準備】
①職員数と組合員数の比較確認
　 （※数だけでOK。名簿を提示する必要はありません）
　＜組合組織率50%以下の場合は②代表者選挙へ＞
　＜　　〃　　50%超えの場合は⑧支部交渉へ＞ 

　 ⬇
【過半数代表者選挙】
②過半数代表者選挙実施の公示
③立候補届出期間（３～７日程度）
④候補者名簿公示期間（３～７日程度）
⑤投票受付期間（３～５日程度）
⑥開票
⑦開票結果公示（代表者決定）

　 ⬇
【労使協定締結】３月末までに
⑧協定内容を支部交渉し確定
　（※選挙前から交渉を申し入れましょう）
⑨労使協定の締結、調印

【過半数代表者の任務】
①賃金の一部控除に関する協定締結（24協定）

②時間外労働・休日に関する協定締結（36協定）

③就業規則の作成・変更への意見陳述

④衛生委員会の委員推薦

　※③は引き続き本部一括対応を追求する

　　④は地域診療センターは除く

　

36
協
定
（
休
日
・
時
間
外

労
働
に
関
す
る
協
定
）、
24
協

定
（
賃
金
控
除
に
関
す
る
協

定
）
の
締
結
に
向
け
、
各
病
院

で
は
「
労
働
者
過
半
数
代
表
選

挙
」
が
実
施
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
２
つ
の
協
定

は
、
全
病
院
分
を
県
医
労
本
部

と
医
療
局
と
で
一
括
締
結
し

て
き
ま
し
た
が
、
労
働
基
準
監

督
署
の
指
摘
を
受
け
て
、
法
令

通
り
各
事
業
所
（
本
庁
、病
院
、

地
域
診
療
セ
ン
タ
ー
）
毎
に
締

結
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

法
律
で
は
、
労
働
者
の
過
半

数
を
超
え
る
労
働
組
合
が
あ

る
場
合
は
、
自
動
的
に
「
労
働

組
合
＝
労
働
者
代
表
」
と
な
り

ま
す
が
、
過
半
数
に
達
し
な
い

場
合
は
、
選
挙
等
に
よ
り
代
表

者
を
選
出
す
る
と
定
め
て
い

ま
す
。
県
医
労
の
場
合
、
正
規

職
員
で
は
多
く
が
労
働
組
合

に
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
医
師

や
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
を
含
め

た
場
合
に
は
、
残
念
な
が
ら
多

く
の
支
部
が
過
半
数
に
達
し

て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

過
半
数
代
表
者
の
任
務
（
左

上
）
と
選
挙
等
の
流
れ
（
右
下
）

は
別
記
の
通
り
で
あ
り
、
早
期

に
代
表
者
を
決
め
、
３
月
末
ま

で
に
協
約
締
結
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

組
合
方
針
で
は
、
ま
ず
は
選

挙
回
避
に
向
け
組
合
加
入
拡

大
に
全
力
を
上
げ
る
と
し
て

い
ま
す
。
過
半
数
目
前
の
支
部

は
、
ぜ
ひ
追
求
し
ま
し
ょ
う
。

選
挙
と
な
る
場
合
に
は
、
支
部

長
の
立
候
補
を
基
本
と
し
、
地

域
診
療
セ
ン
タ
ー
で
も
組
合

員
が
代
表
と
な
れ
る
よ
う
最

善
を
尽
く
し
ま
す
。
選
挙
実
施

要
綱
は
病
院
が
定
め
ま
す
が
、

立
候
補
届
出
期
間
や
投
票
期

間
（
時
間
）
が
十
分
確
保
さ
れ

て
い
る
か
な
ど
、
事
前
に
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
投
票

に
際
し
て
は
、
非
組
合
員
に
も

積
極
的
に
声
を
掛
け
、
組
合
立

候
補
者
へ
の
投
票
を
訴
え
ま

し
ょ
う
。

　

労
働
者
代
表
が
決
定
し
て

か
ら
は
、
い
よ
い
よ
36
協
定
の

交
渉
が
本
格
化
し
ま
す
。
組
合

立
候
補
者
な
の
で
代
表
者
個

人
で
は
な
く
支
部
役
員
も
同

席
し
て
交
渉
し
ま
し
ょ
う
。
な

お
選
挙
前
で
あ
っ
て
も
、
支
部

交
渉
は
可
能
で
す
。
協
約
内

容
は
現
在
の
本
部
協
約
を
基

本
と
し
、
変
更
す
る
場
合
は
、

安
易
に
緩
和
し
な
い
よ
う
本

部
と
十
分
協
議
し
て
下
さ
い
。

せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の
で
、

超
勤
時
間
の
上
限
、
対
象
業
務

や
部
署
、
時
間
外
研
修
の
取
り

扱
い
な
ど
を
病
院
側
と
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

組
合
こ
そ
労
働
者
代
表

　

組
織
拡
大
、支
部
長
当
選
に
全
力
を
！

＝ 

労
働
者
過
半
数
代
表
者
選
挙 

＝
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岩手医労連第54回女性労働学校
と　き　２月１6 日（土）　10：00 ～ 15：30

ところ　岩手県民会館　第２会議室 他
10：00　開校
10：20　講座
  講座①　「憲法が危ない！　社会保障解体攻撃と一体で」
   講師　鈴木　露通さん（岩手県社保協事務局長）
  講座②　「押し花アート」
   講師　千葉　洋子さん（押し花工房はなあーと）
  講座③　「健康づくり講座」
   講師　長洞　弘美さん（岩手県社会保険協会）
12：10　昼食
13：00　講演「Women's Mental Health Ⅱ」
 講師　佐々木　由佳さん（岩手県立中央病院医師）　
15：30　閉校　

　

２
０
１
２
年
12
月
19
日
、
岩
手
県
母
親
大
会

連
絡
会
は
、
７
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
第
58
回

岩
手
県
母
親
大
会
の
申
し
合
わ
せ
事
項
に
基
づ

く
県
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
千
葉
副
知
事
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
深
刻
な
子
ど
も
の
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
問

題
に
つ
い
て
要
請
、
懇
談
し
、
そ
の
後
２
班
に
分

か
れ
て
10
部
局
に
対
し
て
要
請
し
ま
し
た
。
医

療
局
に
対
し
て
は
①
被
災
地
の
県
立
病
院
の
早

期
再
建
、
地
域
医
療
の
充
実 

②
医
師
・
看
護
師

の
増
員
と
労
働
環
境
の
改
善
を
要
請
し
ま
し
た
。

医
師
・
看
護
師
の
増
員
と
労
働
環
境
の
改
善
を

岩
手
県
母
親
大
会
連
絡
会
が
県
へ
要
請

生命を生み出す母親は
生命を育て
生命を守ることをのぞみます

第59回岩手県母親大会 in 久慈
と　き　2013年６月９日（日）
ところ　久慈市文化会館 アンバーホール
記念講演　山本万喜雄さん
　　　　（元愛媛大学教授 教育学部保険体育学校保健）

第59回日本母親大会 in 東京
と　き　2013年８月24日（土） 全体会
　　　　　　　　　～25日（日） 分科会
ところ　全体会　幕張メッセ（千葉市）
　　　　分科会　東京都内大学（未定）
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「
医
労
連
共
済
と
民
間
の
保

険
は
ど
こ
が
違
う
の
？
ど
ん
な

給
付
が
受
け
ら
れ
る
の
？
」

　

１
月
10
日
、
遠
野
病
院
支
部

で
は
医
労
連
共
済
の
学
習
会
を

行
い
ま
し
た
。
医
労
連
共
済
は

「
ひ
と
り
は
み
ん
な
の
た
め
に
、

み
ん
な
は
ひ
と
り
の
た
め
に
」

2012年12月・年末決起集会で 「団結ガンバロー」

日　　程

 【申込み・お問い合せ】　組合事務室または組合本部 019-623-8271まで

 と　き
　2013年２月23日（土） 11：30受付
　　　　　　～24日（日） 12：00解散
 ところ
　遠野市内（ふるさと村、伝承園、水光園）
 経　費
　参加費、旅費・日当は本部で負担します。
　※参加費には宿泊費、入園料、昼食代が含まれます。
　※旅費日当は、当日精算します。

23日㈯ 11：30～ 受付（ふるさと村入り口）
 12：00～12：30 カッパおじさんトークショー
 12：45～14：00 昼食
 14：00～16：00 遠野ふるさと村見学
 18：00～ 夕食交流会・宿泊（水光園）
24日㈰ 10：00 水光園出発
 10：30 伝承園着
 11：30 昼食（ジンギスカン）
 12：00 解散

【日　　程】

申込み〆切り2/5㈫

と
、
医
療
に
働
く
組
合
員
の
た

め
に
つ
く
ら
れ
た
助
け
あ
い
の

制
度
。
結
婚
や
出
産
、
病
気
や

ケ
ガ
を
し
た
時
、
火
災
に
あ
っ

た
時
な
ど
、
給
付
を
受
け
た
組

合
員
の
声
や
例
を
参
考
に
、
生

活
に
密
着
し
た
制
度
の
内
容
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

「
助
け
合
い
」で
頼
れ
る
医
労
連
共
済

　
　

遠
野
支
部
で
医
労
連
共
済
学
習
会

　

署
名
の
取
り
組
み
を
頑
張
っ
て

い
る
高
田
支
部
を
紹
介
し
ま
す
。

中
で
も
「
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員

を
求
め
る
国
会
署
名
」
は
県
医
労

全
体
集
約
数
の
３
分
の
１
に
あ
た

る
、
４
２
５
筆
を
集
め
ま
し
た
!!

組
合
員
で
は
な
い
人
で
も
、
と
き

に
は
住
民
の
方
も
署
名
活
動
に
協

力
し
て
く
れ
る
と
か
。
組
合
員
も

忙
し
い
仕
事
の
合
間
に
一
筆
。
出

来
そ
う
で
な
か
な
か
出
来
な
い
こ

と
で
す
が
、
今
年
も
一
筆
で
も
多

く
の
署
名
を
集
め
、
労
働
環
境
の

改
善
を
め
ざ
し
ま
す
！

署名集約№1!!
組合員でなくても協力を

～高田支部～
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年
末
年
始
は
や
っ
ぱ
り
思
う

よ
う
な
休
み
は
な
く
、
子
ど
も

た
ち
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家

へ
。一
人
寂
し
く
年
越
し
で
す
。

　
　

 

磐
井
支
部　

お
に
ぎ
り

　

　

　

県
医
労
新
聞
を
見
て
、
フ

レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
た
わ
が
病
棟
の
新
人
を
頼

も
し
く
思
い
ま
し
た
。
立
派
に

ス
ク
ス
ク
育
っ
て
お
り
ま
す
。

来
年
も
声
を
か
け
合
い
、
み

ん
な
で
ぜ
ひ
休
み
を
取
っ
て
、

た
く
さ
ん
組
合
の
集
ま
り
に

参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

中
央
支
部　

い
ち
ろ
う
の
母

　

　

　

職
場
は
相
変
わ
ら
ず
の
忙
し

さ
…
。寒
く
な
っ
て
き
た
た
め
、

高
齢
者
が
ゾ
ク
ゾ
ク
入
院
し
て

き
ま
す
。疲
れ
が
取
れ
な
い
…
。

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
…
。
そ
ん

な
時
は
組
合
の
行
事
に
参
加
し

て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
。

　

遠
野
支
部　

降
格
し
た
い
ナ
ー
ス

　

３
月
８
日
は

「
国
際
女
性
デ
ー
」。

い
ま
か
ら
１
０
０

年
以
上
も
前
の

１
９
０
４
年
、
女

性
労
働
者
が
増
え

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
、
不
況
に
あ
え

ぐ
女
性
達
が
「
パ

ン
を
よ
こ
せ
、
女
性
に
も
参
政

権
を
」
と
デ
モ
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
４
年
後
の
１
９
０
８
年

３
月
８
日
、
女
性
労
働
者
達
が

賃
金
改
善
と
労
働
時
間
短
縮
、

そ
し
て
参
政
権
を
求
め
て
「
パ

ン
と
バ
ラ
」
と
を
掲
げ
、
デ
モ

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

１
９
１
０
年
、
ド
イ
ツ
の
社
会

主
義
者
ク
ラ
ラ
・
ツ
エ
ト
キ
ン

は
３
月
８
日
を
「
女
性
の
政
治

的
自
由
と
平
等
の
た
め
に
た
た

か
う
記
念
の
日
」
と
し
て
提
唱

し
た
の
が
、
国
際
女
性
デ
ー
の

始
ま
り
で
す
▼
１
９
７
５
年
の

３
月
８
日
、
国
連
は
こ
の
日
を

「
国
際
婦
人
デ
ー
」
と
定
め
ま
し

た
。
国
連
事
務
総
長
が
、「
女

性
の
完
全
か
つ
平
等
な
社
会
参

12
月
号
パ
ズ
ル

12
月
号
パ
ズ
ル

　

12
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
30
名
の
応

募
が
あ
り
、
29
名
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

■
12
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

   
栗
き
ん
と
ん（
二
戸
支

部
）、
Ｒ
Ｕ
Ｉ（
一
戸
支
部
）、

７
４
６
、
モ
コ
モ
コ（
中
央

支
部
）、
○
○
○
○（
磐
井

支
部
）、
雪
美
、
ま
ぐ
ろ（
南

光
支
部
）、
ア
ン
パ
ン
マ
ン

（
大
東
支
部
）、
ウ
ー
ロ
ン

（
高
田
支
部
）、
匿
名（
宮
古

支
部
）

　

日
々
の
仕
事
は
ラ
ン
ナ
ー
で

す
ね
。
記
録
に
追
わ
れ
、
委
員

会
に
追
わ
れ
、
安
全
に
気
を
つ

け
、
Ｋ
Ｙ
Ｔ
だ
よ
ね
。
笑
顔
で

楽
し
く
仕
事
が
し
た
い
。
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
だ
か
ら
。

　

宮
古
支
部　

香
川
大
好
き
か
あ
ち
ゃ
ん

　

　

　

代
表
選
挙
回
避
に
向
け
て
、

そ
し
て
、
労
働
者
で
あ
る
私
た

ち
の
た
め
、
病
院
の
た
め
、
住

民
の
た
め
に
と
、
組
織
拡
大
に

力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
意
気
込
み
が
通
じ
た

の
か
、
は
た
ま
た
私
の
し
つ
こ

さ
に
根
負
け
し
た
の
か
？
臨

時
・
パ
ー
ト
の
方
々
が
４
名
も

加
入
し
て
く
れ
ま
し
た
。
超
〜

嬉
し
い
！
あ
り
が
と
う
♥
感

謝
、
感
謝
で
す
。
み
ん
な
の
気

持
ち
に
応
え
る
た
め
に
も
ガ
ン

バ
ル
ゾ
ー
。

高
田
支
部　

ウ
ー
ロ
ン

加
」
の
環
境
を
整
備
す
る
よ
う
、

加
盟
国
に
呼
び
か
け
る
日
と

な
っ
て
い
ま
す
▼
政
権
が
自
民

党
に
戻
り
ま
し
た
。
こ
の
政
権

の
政
治
姿
勢
そ
の
も
の
が
女
性

差
別
を
認
め
、
改
善
し
て
こ
な

か
っ
た
の
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
す
▼
「
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
に
よ
る
『
世
界
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
（
男
女
格
差
）
レ
ポ
ー

ト
２
０
１
２
』
で
は
、
日
本
は

１
３
５
ヶ
国
の
中
で
１
０
１
位
。

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
の
特
徴
は
、

女
性
学
的
で
は
な
い
、
そ
の
「
世

界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
的
視
点

に
あ
り
ま
す
。「
男
女
格
差
」
は

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
国

家
や
組
織
に
お
い
て
著
し
く
マ

イ
ナ
ス
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
▼
岩
手
で
も
３
月
８
日
、
盛

岡
市
の
県
公
会
堂
で
国
際
女
性

デ
ー
の
集
会
が
行
わ
れ
、
宮
城

学
院
女
子
大
学
教
授
・
浅
野
富

美
枝
さ
ん
の
記
念
講
演
が
あ
り

ま
す
。
集
会
に
参
加
し
１
０
０

年
前
の
女
性
達
の
勇
気
あ
る
行

動
に
、
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ

ん
か
？　
　
　
　
　
　
　

（
く
）



　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11―

１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

２
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

◇
退
職
を　

目
前
に
し
て　

ム
チ
打
た
れ

 

（
県
営
医
療
に
貢
献
し
て
き
た
職
員
）

◇
９
条
を　

変
え
れ
ば
日
本　

窮
状
に

 

（
平
和
を
愛
す
る
医
療
労
働
者
）

◇
悩
ま
ず
に　

み
ん
な
で
書
こ
う　

時
間
外

 

（
パ
ワ
ハ
ラ
を
憂
う
支
部
役
員
）

◇
無
理
を
し
て　

勤
務
し
病
休　

悪
循
環

 

（
め
ざ
せ
好
循
環
）

◇
震
災
の　

ガ
レ
キ
を
隠
す　

白
い
雪

 

（
寒
さ
も
大
変
で
す
）

２月の予定
２日（土）～３日（日）
 日本医労連東北地方協2013春闘討論集会（秋田）
３日（日） 岩手県勤労者囲碁将棋大会（高校教育会館）
４日（月） 県医労看護部会（県民会館）
５日（火） 地公共闘総決起集会（公会堂大ホール）
６日（水） 日本医労連2.6夜勤シンポジウム（東京）
７日（木） 日本医労連2.7白衣の国会議員要請行動（東京）
16日（土） 県医労第149回中央委員会（エスポワールいわて）
 岩手医労連女性労働学校（県民会館）
23日（土）～24日（日）
 岩手医労連青年部ウィンターアクト in 遠野
27日（水） 県医労給食問題研究会（アイーナ805号）
 岩手医労連精神対策委員会（いわて労連）

申込み
〆切り

2/5㈫

３月の予定
３日（日） 東日本大震災津波２年のつどい
 　　　　　　　（大船渡カメリアホール）
５日（火）～６日（水）
 日本医労連春闘中央行動・国会議員要請行動
８日（金） 国際女性デー岩手県集会（県公会堂）
22日（金） 岩手医労連病院給食問題学習会
 　　　　　　　　　（北上さくらホール）
23日（土） 拡大支部長会議（県民会館）
 第2回組織拡大検討委員会（県民会館）




